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【はじめに】 
アグレッシブNK細胞白血病（aggressive NK-cell leukemia :ANKL）は成熟型の NK 細胞に
由来すると考えられており，一般的に超高悪性度腫瘍とされている．わが国での発生頻度は
悪性リンパ腫全体の 1％未満とされ，極めてまれな腫瘍である．今回我々は，胸水細胞診に
て異型細胞を認め，精査の結果，ANKLと診断された症例を経験したので報告する． 
 
【症例】 
30 歳代，女性．2 か月前より腹部膨満感，下腿浮腫を自覚していたが，増悪し，呼吸苦が出
現したため，当院の救急外来受診となった．来院時に施行された CTで両側大量胸水を認め
たため，胸腔穿刺し，胸水細胞診が行われた． 
 
【細胞所見】 
パパニコロウ染色にて，小型リンパ球を背景に，核腫大や核形不整を示す異型細胞を孤在性
に認めた．ギムザ染色では，核腫大を示す好塩基性細胞がみられた．悪性を示唆したが，診
断には至らなかった．  
 
【経過】 
胸水フローサイトメトリにて CD2(+)，CD3(-)，CD56(+)であった．他院に転院し，転院
先にて ANKL と診断された．その後，5 ヵ月で死亡した． 
 
【まとめ】 
呼吸苦を契機に発見された ANKLの 1例を報告した． 


